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 保育士配置の要件緩和及び弾力化に関する検討のための関連データ 

 

 １ 保育施設及び保育事業所へのアンケート調査（詳細は別冊のとおり） 

 （１）保育園（所）・認定こども園                      （単位：％） 

 

保育所等への臨

時的な受入れの強

化の推進 

朝夕等の児童が

少数となる時間帯

における保育士配

置に係る特例 

幼稚園教諭及び

小学校教諭等の

活用に係る特例 

保育所における保

育の実施に当たり

必要となる保育士

配置に係る特例 

すべきである ４．３ ３１．６ ２７．７ １４．１ 

条件付きなら

してもよい 
９．８ ２８．５ ３９．１ ２５．８ 

すべきでない ７６．２ ２７．０ １６．８ ４１．０ 

わからない ７．４ １０．２ １５．２ １２．１ 

無回答 ２．３ ２．７ １．２ ７．０ 

 （２）小規模保育事業等                           （単位：％） 

 

保育所等への臨

時的な受入れの強

化の推進 

朝夕等の児童が

少数となる時間帯

における保育士配

置に係る特例 

幼稚園教諭及び

小学校教諭等の

活用に係る特例 

保育所における保

育の実施に当たり

必要となる保育士

配置に係る特例 

すべきである － ３８．６ ２８．１ － 

条件付きなら

してもよい 
－ ３８．６ ３１．６ － 

すべきでない － １４．０ ２６．３ － 

わからない － ８．８ １２．３ － 

無回答 － ０．０ １．８ － 

 

 ２ 有効求人倍率（各年１２月時点） 

 ２５年 ２６年 ２７年 

京都府 ０．９５ １．４３ １．６６ 

全国平均 １．６４ ２．０６ ２．３４ 

（参考）東京都 ４．１３ ５．３７ ６．００ 

 

 ３ 保育利用時間の状況 

  ◇ 保育利用時間別 利用児童の割合の推移             （単位：％） 

年度  8 時間 8.5 時間 9 時間 9.5 時間 10 時間 10.5 時間 11 時間 

２４ ４７．９ １１．５ １６．７ １１．８ １２．０ 

２５ ４６．２ １０．８ １７．３ １３．１ １２．７ 

２６ ４４．６ １１．６ １７．１ １３．３ １３．３ 

２７ 
５．６ ３５．１ 

１３．０ １５．９ １４．０ 
１１．３ ５．０ 

４０．７ １６．３ 

２８ 
２６．９ １３．３ 

１２．５ １４．０ １５．１ 
１１．３ ６．９ 

４０．２ １８．２ 

資料１－４ 
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  ◇ 延長（時間外）保育実施箇所数の推移   

２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 

１８８箇所 １９２箇所 １９５箇所 ２１４箇所 ２１８箇所 

 

 ４ 歳児別配置基準に基づく必要保育士数が１人となる時間帯が生じる施設等 

 施設数 
対象時間帯が生じる施設数

（うち終日が対象となる施設数） 

対象時間帯が生

じる施設割合 

保育所等 ２６９箇所 １８４箇所（０箇所） ６８．４％ 

小規模保育事業所（Ａ型） ６３箇所 ６３箇所（９箇所） １００．０％ 

    

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

   

 

 

 

※ 平成 28年 4月末時点の利用児童の保育利用時間から算出している。 

 

関連データの考察 

・児童受入枠の拡大を図っているため，京都府内においても年々保育士の有効求人

倍率は高くなってきている。 

・保育利用時間は年々長時間化しており，平成２７年度からの子ども・子育て支援

新制度の開始以降，さらにその傾向が強まっている。 

・保育施設のアンケート調査では，保育士配置基準の緩和による受入れ強化ついて

は大多数が否定的であるが，保育士配置の弾力化措置については条件付きも合わせ

ると肯定的な意見が多い。 
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歳児別配置基準に基づく必要保育士が１人以下になる施設・事業所の割合 


